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１
．
大
学
分
科
会
の
第
四
次
報
告

大
学
分
科
会
は
、
ほ
ぼ
半
年
に
一
回
の
頻
度
で
、
審
議
経
過
を
取

り
ま
と
め
て
い
る
。
最
近
で
は
、
平
成
二
二
年
六
月
の
「
第
四
次
報

告
」
が
、
次
の
よ
う
な
観
点
で
議
論
を
整
理
し
て
い
る
。

・
教
育
の
質
保
証
の
問
題

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ア
ク
セ
ス
の
観
点
で
、
幅
広
い
年
齢
と
国
籍
の

者
を
受
け
入
れ
て
い
く
大
学
教
育
の
実
現

・
国
公
私
立
大
学
の
意
義
と
役
割
の
再
確
認

・
Ｇ
Ｐ
や
Ｃ
Ｏ
Ｅ
等
の
国
公
私
立
大
学
を
通
じ
た
改
革
支
援
の
検
証

こ
れ
ら
の
内
容
は
、「
第
三
次
報
告
」
ま
で
の
内
容
よ
り
も
、
広

い
内
容
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
包
括
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

２
．
大
学
分
科
会
の
主
要
課
題

「
第
四
次
報
告
」
の
取
り
ま
と
め
後
、
大
学
分
科
会
の
各
部
会
は
、

九
月
に
審
議
を
再
開
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
従
来
の
審
議
の
蓄
積

を
踏
ま
え
て
、
審
議
全
体
を
通
じ
た
論
点
を
三
つ
に
焦
点
化
し
て
い

る
。

・
大
学
分
科
会
の
質
の
保
証
と
向
上

・
機
能
別
分
化
の
促
進

・
教
育
研
究
機
能
の
充
実
の
た
め
の
組
織
基
盤
の
強
化

こ
れ
ら
の
各
事
項
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

（
１
）
大
学
分
科
会
の
質
の
保
証
と
向
上

大
学
教
育
の
質
保
証
は
、
我
が
国
に
限
ら
ず
、
各
国
に
と
っ
て
共

通
に
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
我
が
国
の
大
学
や
大
学
院
で
の
教
育
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
類
似
の
改
革
を
通
じ
た
多
く
の
成
果
が
見
ら

れ
る
も
の
の
、
教
育
機
関
と
し
て
の
基
盤
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と

す
る
た
め
に
は
、
そ
の
教
育
が
、
体
系
性
・
一
貫
性
の
あ
る
課
程
（
学

位
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
し
て
整
備
・
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
ら
れ
る
。

   
中
教
審
・
大
学
分
科
会「
中
長
期
的
な
大
学
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」の
審
議
状
況（
８
）

文
部
科
学
省　

高
等
教
育
局
企
画
官
（
兼
）
高
等
教
育
政
策
室
長　

榎
本
剛　
　

連
載
・
大
学
分
科
会
の
審
議
経
過
に
つ
い
て
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①
こ
れ
ま
で
の
審
議
を
踏
ま
え
た
対
応
（
平
成
二
一
年
以
降
）

○
公
的
な
質
保
証
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
「
設
置
基
準
→
設
置
認
可
審

査
→
認
証
評
価
」
の
関
連
性
と
課
題
を
整
理

○
設
置
基
準
に
お
け
る
基
準
の
明
確
化
の
観
点
か
ら
、
社
会
情
勢
等

も
踏
ま
え
、
二
つ
の
制
度
改
正

・
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
関
す
る
指
導
等
（
平
成
二
三
年
度
に
施

行
）（
平
成
二
二
年
度
予
算
で「
就
業
力
育
成
支
援
事
業
」を
実
施
）

・
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
教
育
情
報
の
公
表
（
平
成
二
三

年
度
に
施
行
）

○
設
置
認
可
審
査
の
改
善

・
明
ら
か
な
準
備
不
足
の
申
請
に
対
す
る
「
早
期
不
認
可
」
の
導
入

・
設
置
認
可
・
届
出
に
関
す
る
書
類
の
公
表

・
届
出
設
置
を
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ー
の
対
象
に
追
加

○
大
学
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
資
す
る
観
点
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成

・
国
際
的
な
情
報
発
信
を
進
め
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

・
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
等
の
海
外
と
の
教
育
連
携
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

○
学
生
支
援
の
充
実
（
教
育
・
研
究
と
と
も
に
、
学
生
支
援
が
、
大

学
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
こ
と
を
強
調
）

・
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
関
す
る
指
導
等
（
再
掲
）

・
奨
学
金
の
充
実
（
平
成
二
二
年
に
貸
与
人
員
の
増
）

②
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
事
項

○
「
ど
こ
の
大
学
を
卒
業
し
た
か
」
よ
り
も
、「
何
を
修
得
し
た
か
」

を
重
視

・
明
確
な
教
育
目
標
と
、
修
得
す
べ
き
知
識
・
技
能
を
具
体
的
に
提

示
・
体
系
性
・
一
貫
性
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
・
実
施
、
厳
格
な

成
績
評
価

○
「
設
置
基
準
→
設
置
認
可
→
認
証
評
価
」
の
公
的
な
質
保
証
シ
ス

テ
ム
を
改
善

○
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
国
際
的
な
質
保
証
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

○
大
学
の
自
主
的
・
自
律
的
な
教
育
力
向
上
の
取
組
を
実
質
化
（
Ｆ

Ｄ
の
充
実
等
）

（
２
）
機
能
別
分
化
の
促
進

大
学
の
機
能
別
分
化
は
、
平
成
一
七
年
の
「
我
が
国
の
高
等
教
育

の
将
来
像
（
答
申
）」
で
提
起
さ
れ
て
お
り
、
現
在
ま
で
に
、
そ
れ

に
基
づ
く
高
等
教
育
政
策
の
進
展
と
、
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ

る
。今

後
、
各
大
学
が
、
機
能
に
重
点
化
し
て
い
く
と
き
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
努
力
が
適
切
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
、
機
能
別
の
質
保
証
な
ど
の

具
体
的
な
検
討
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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①
こ
れ
ま
で
の
対
応
（
平
成
二
一
年
以
降
）

○
各
大
学
の
機
能
別
分
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、
大
学
間
の
連
携
を
促
進

・
教
育
課
程
の
共
同
実
施
の
制
度
化
（
平
成
二
二
年
度
ま
で
に
、
三

つ
の
事
業
が
発
足
）

・
教
育
・
学
生
支
援
の
全
国
共
同
利
用
拠
点
の
創
設
（
留
学
生
関
連
、

練
習
船
、
農
場
、
Ｆ
Ｄ
等
で
、
計
一
二
拠
点
が
大
臣
認
定
）

・
そ
の
ほ
か
、
戦
略
的
大
学
間
連
携
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
促
進

○
平
成
二
三
年
度
の
概
算
要
求
等
で
、
世
界
的
研
究
・
教
育
拠
点
、

高
度
専
門
職
業
人
養
成
、
総
合
的
教
養
教
育
、
地
域
の
生
涯
学
習

機
会
の
拠
点
等
に
対
応
し
た
支
援

②
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
事
項

○
各
大
学
が
、
す
べ
て
の
機
能
を
備
え
る
の
で
は
な
く
、
個
性
・
特

色
を
踏
ま
え
て
、
機
能
別
に
分
化

○
奨
励
的
補
助
金
（
例
：
Ｇ
Ｐ
、
私
学
助
成
の
特
別
補
助
）
は
、
大

学
が
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
選
択

○
各
大
学
の
機
能
を
補
完
し
つ
つ
、
全
体
と
し
て
質
の
高
い
教
育
を

行
う
た
め
大
学
間
の
連
携
を
促
進

・
例
え
ば
、
学
位
の
共
同
授
与
、
共
同
利
用
拠
点
、
地
域
別
・
機
能

別
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
形
成

○
機
能
別
の
質
保
証
の
た
め
の
観
点
・
指
標
の
整
備

（
３
）
教
育
研
究
機
能
の
充
実
の
た
め
の
組
織
基
盤
の
強
化

大
学
は
、
国
公
私
立
の
設
置
形
態
を
問
わ
ず
、
多
様
な
機
能
を
有

し
て
い
る
。
各
大
学
が
、
限
ら
れ
た
資
源
を
効
率
的
に
活
用
し
な
が

ら
、
そ
の
機
能
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
我
が

国
の
大
学
が
、
全
体
と
し
て
質
の
高
い
教
育
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
こ
れ
ま
で
の
対
応
（
平
成
二
一
年
以
降
）

○
大
学
財
政
の
重
要
性
と
今
後
の
改
善
を
提
言

・
平
成
二
三
年
度
の
概
算
要
求
等
で
、
成
長
の
土
台
と
な
る
教
育
研

究
の
基
盤
の
強
化
を
重
視

・
平
成
二
二
年
度
は
、
私
立
大
学
へ
の
経
常
費
補
助
の
拡
充
と
と
も

に
、
自
主
的
に
経
営
改
善
に
取
り
組
む
大
学
の
支
援
等

・
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
に
お
け
る
経
営
相
談
の
充
実

（
平
成
二
二
年
度
は
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
）

・
透
明
性
と
社
会
か
ら
の
信
頼
性
の
向
上
の
た
め
、
私
学
団
体
が
、

財
務
・
経
営
情
報
の
公
表
を
促
進

②
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
課
題

・
各
大
学
が
、
自
主
的
な
機
能
別
分
化
を
通
じ
、
自
立
・
発
展
、
連

携
・
共
同
、
撤
退
等
の
方
向
性
を
早
期
に
判
断
で
き
る
よ
う
な
支

援
。
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３
．
一
八
歳
人
口
の
動
向
と
進
学
率
等
の
推
移

大
学
分
科
会
の
審
議
の
背
景
と
し
て
、
一
八
歳
人
口
の
動
向
等
に

つ
い
て
確
認
す
る
。「
資
料
１
」
は
、
従
来
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
グ

ラ
フ
で
あ
る
が
、
平
成
二
二
年
度
の
「
学
校
基
本
調
査
」
が
公
表
さ

れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
従
来
の
形
式
を
見
直
し
て
新
た
に
作
成
し
た

も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
我
が
国
の
一
八
歳
人
口
は
、
平
成
四
年
の
ピ
ー

ク
後
に
減
少
し
、
現
在
一
二
二
万
人
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
平

成
一
一
～
一
四
年
に
、
一
八
歳
人
口
が
横
ば
い
と
な
り
、
そ
の
際
に

は
、
そ
の
後
の
更
な
る
減
少
を
前
に
、
認
証
評
価
制
度
の
導
入
を
は

じ
め
と
す
る
質
保
証
の
一
連
の
改
革
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

前
述
の
「
我
が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
（
答
申
）」
が
、
平
成

一
九
年
に
は
、
収
容
力
が
一
〇
〇
％
に
達
す
る
と
試
算
し
た
が
、

一
八
歳
人
口
の
進
学
意
欲
の
高
ま
り
の
中
で
、
い
ま
だ
収
容
力
は

一
〇
〇
％
に
達
せ
ず
、
進
学
率
も
漸
増
し
、
今
年
は
五
六
・
八
％
に

達
し
て
い
る
。

一
八
歳
人
口
は
、
今
後
一
〇
年
程
度
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
す
る

と
見
込
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
平
成
三
三
年
頃
か
ら
再
び
減
少
し
、
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
将
来
推
計
を
踏
ま
え
る
と
、
グ

ラ
フ
の
右
端
か
ら
さ
ら
に
先
の
平
成
四
〇
年
以
降
も
減
少
し
続
け
る

と
想
定
さ
れ
る
。
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し
た
が
っ
て
、
今
後
一
〇
年
間
の
一
八
歳
人
口
の
安
定
期
に
お
い

て
、
大
学
教
育
の
量
的
・
質
的
な
課
題
に
ど
う
取
り
組
め
る
か
が
課

題
と
言
え
る
。
そ
の
際
、
量
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
社
会
人
や
外

国
人
学
生
を
含
め
た
多
様
な
者
を
学
生
と
し
て
大
学
に
受
け
入
れ
る

よ
う
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ア
ク
セ
ス
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
、

ま
た
、
大
学
の
質
の
保
証
と
向
上
を
進
め
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
運

営
基
盤
を
強
化
す
る
か
が
テ
ー
マ
と
な
る
と
思
わ
れ
る
（
量
的
規
模

に
つ
い
て
は
「
資
料
２
」
参
照
）。

４
．
公
財
政
支
出
の
重
要
性

ま
た
、
こ
う
し
た
改
革
と
同
時
に
、
我
が
国
の
大
学
が
、
国
際
的

に
も
公
財
政
支
出
が
著
し
く
少
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
も
改
め
て
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
。（「
資
料
３
」
参
照
）。
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